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《
修
士
験
文
要
旨
》

『万
葉
集
』
巻
八
の
研
究

i

一
六
二
九
～
三
〇
番
歌
を
中
心
に
ー

は
じ
め
に

『万
葉
集
』
巻
八

(以
下
、
巻
八
)
は
現
存
す
る
和
歌
集
で
初
め
て
歌
を
季
節

分
類
し
、
更
に
各
季
節
を
雑
歌
と
相
聞
歌

に
分
類
、
収
載
し
て
い
る
。
中
で
も
秋

相
聞
部
は
巻
八
各
季
節
相
聞
歌
中
最
大

の
三
〇
首
を
数
え
る
。
秋
相
聞
部

の
特
徴

と
し
て
、
そ
の
後
半
部
に
大
伴
家
持

(以
下
、
家
持
)
と
家
持
の
従
妹
で
、
後

に

正
妻
と
な

っ
た
大
伴
坂
上
大
嬢

(以
下
、
大
嬢
)
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
歌
が
八

首
含
ま
れ
て
い
る
事
に
あ
る
。
こ
れ
は
巻

八
の
他

の
季
節
相
聞
歌
で
の
両
者
間
で

交
わ
さ
れ
た
歌
数
と
比
較
し
て
も
多

い

(【春
】
2
/
15
、
【夏
】
3
/
13
、
【冬
】

0
/
9
)
。

家
持
の
初
期
作
品
群
は
多
く
の
女
性

た
ち
と
の
相
聞
歌
が
存
在
す
る
。
そ
の
中

で
大
嬢
と
の
相
聞
歌
数
は
他
の
女
性
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
。
た
だ
、
両
者
間

の
相
聞
往
来
は
複
雑
な
過
程
を
経
て
い
る
。

つ
ま
り
天
平
四
～
五
年
頃
、
お
互
い

に
相
聞
を
交
わ
し
た
後
、
数
年
の
離
絶
期
間

(離
絶
数
年
)
を
経
て
、
相
聞
往
来

を
復
活
さ
せ
て
い
る
。

　　
　

二
人
の
相
聞
歌
群
の
理
解
に
つ
い
て
は

「現
実
の
反
映
」
と
す
る
橋
本
達
雄
氏

*

池

田

貴

之

　
　
　

に
対
し
て
佐
藤
隆
氏
が
郎
女
指
導
の
下
で
家
持
、
大
嬢
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
を
対

象
し
た
男
歌
、
女
歌
を
習
作
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
ま
た

「離
絶
数
年
」
に

　
ヨ
　

つ
い
て
も

「離
絶
数
年
」

の
期
間
が
実
際
に
存
在
し
た
と
す
る

「実
在
説
」
が
あ

る

一
方
、
男
女
の
関
係
修
復
を
題
材
と
し
て
、
恋
愛
教
育
も
兼
ね
た

「歌
遊
び
」

　る
　

と
考
え
る

「文
学
的
擬
似
設
定
」
説
に
分
か
れ
る
。

　ヨ
　

上
野
誠
氏
は

「歌
表
現
か
ら
実
際
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
鑑
賞
者
の
印

象
批
評
に
よ
る
ほ
か
な
い
、
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
研
究
に
お

い
て
問
題
と
す
べ

き
は
、
ど
う

い
う
意
図
と
意
趣
を
以

っ
て
贈
答
歌
が
交
わ
さ
れ
、
そ
こ
に
ど
の
よ

う
に
表
現
上
の
妙
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(傍

線
部

・
筆
者
)」
と
、
テ
キ
ス
ト
に
表
れ
た
表
現
や
意
図
、
意
趣
こ
そ
問
題
と
す

る
べ
き
、
と
さ
れ
て
い
る
。
傾
聴
さ
れ
る
べ
き
説
で
あ
り
、
本
論
も
こ
の
趣
旨

に

従
い
、
論
を
進
め
て
行
き
た
い
。

本
論
が
扱
う

一
六
二
九
～
三
〇
番
歌

(以
下
、
当
該
歌
)
の
作
歌
時
期
は
巻
八

に
お
け
る
歌
の
配
列
や
当
該
歌
前
歌

の
左
注
、
及
び
当
該
歌
に
続
く
歌
の
題
詞
な

ど
か
ら
相
聞
往
来
の
復
活
後
に
当
た
る
天
平
十
二
年
秋
以
降
か
ら
天
平
十
五
年
頃

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
藤
原
広
嗣
の
乱
や
聖
武
天
皇
の
東
国
巡
幸
、
恭
仁
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京
遷
都
な
ど
、
政
治
的
に
慌
し
い
状
況

で
あ

っ
た
。
家
持
も
ま
た
、
聖
武
天
皇

の

内
舎
人
と
し
て
天
皇

の
側
に
仕
え
て
東
国
巡
幸
に
参
加
、
恭
仁
京
で
数
年
を
過
ご

　
　
　

し
た
事
が

『万
葉
集
』
の
歌
な
ど
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
村
瀬
憲
夫
氏
は
こ
の
時

期
の
作
品
を

「家
持

の
相
聞
歌
が
成
熟
度
を
増
し
て
き
た
、
内
容
的
広
が
り
を
持

っ
て
き
た
」
と
し
て
い
る
が
、
当
該
歌
は
こ
の

「恭
仁
京
時
代
」
の
始
ま
り
と
言

う
べ
き
時
期
の
頃
の
作
品
な
の
で
あ
る
。

ま
た
当
該
歌
は

「相
聞
長
歌
」

の
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
「相
聞
」
の
部
立
に

配
さ
れ
る
長
歌
の
例
は
当
該
歌
を
含
め

て
三
十
六
例
見
ら
れ
る

(問
答
歌
を
除
く
)

が
、
作
者
判
明
歌
は
十
五
首
に
過
ぎ
な

い
。
そ
の
中
で
家
持
は
巻
八
に
二
組
の
長

反
歌
、
す
な
わ
ち
夏
相
聞
の

一
五
〇
七

～
〇
九
番
歌
及
び
当
該
歌
を
残
し
て
い
る

事
は
注
目
に
値
す
る
。

よ

っ
て
本
論
で
は
当
該
歌
の
分
析
を
軸
と
し
て
、
そ
の
中
で
こ
こ
ろ
を
癒
す
意

味
で
用

い
ら
れ
て
い
る

「
な
ぐ
」
、
及
び
地
名

「高
円
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
考

察
か
ら
当
該
歌
を
読
み
解
き
た
い
。

第

一
章

当
該
歌
の
評
価

当
該
歌
の
特
徴
と
し
て
諸
注
釈
や
先
行
研
究
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

国

相
聞
長
歌

"
長
歌
を
用
い
て
、
恋

の
悶
々
と
し
た
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
点

回

挽
歌
的
手
法

"
相
聞
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
「挽
歌
的
」
要
素
が
見
ら
れ
る
点

固

類
句
性

"
人
麻
呂

「泣
血
哀
働
歌
」
や
憶
良

「哀
世
間
難
住
歌
」
に
発
想
や

語
句
の
影
響
を
受
け
て
い
る

(あ
る

い
は
模
倣
し
て
い
る
)
点

し
か
し
こ
の
う
ち
回
に
お
い
て

「挽
歌
的
要
素
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、

ま
た
囹
に
お

い
て
発
想
や
語
句
が
受
け
て
い
る
影
響
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

く
、
今

一
度
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
当
該
歌
が
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る

「泣
血
哀
働
歌
」

(第

一
長
歌
、

②
〇
二
〇
七
)
と

「哀
世
間
難
住
歌
」
(⑤
〇
八
〇
四
)、
お
よ
び
家
持
初
期

の
挽

歌

で
あ
る

「
又
家
持
作
歌
」

(③

〇
四
六
六
)
と
当
該
歌
と

の
語
句

の
共
通
性

(類
句
性
)
に
つ
い
て
見
た
と
こ
ろ
、
「為
む
す
べ
も
な
し
」
な
ど
の
幾

つ
か
の
語

句
の
重
な
り
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
共
通
性
を
も

っ
て
当
該
歌
の
特

徴
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
坂
上
郎
女

「怨
恨
歌
」
と
の
比
較

を
行

っ
て
み
た
。
「怨
恨
歌
」
は

「相
聞
長
歌
、
挽
歌
的
手
法
、
類
句
性
」
の
特

徴
を
全

て
満
た
し
、
か

つ

「叙
情
性

の
乏
し
さ
」

(『全
註
釈
』
)
を
指
摘
さ
れ
る

点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
先
の

「泣
血
哀
働
歌
」
な
ど
と
比
較
し
た

　
　
　

時
と
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
事
を
確
認
し
な

以
上
の
事
か
ら
先
に
挙
げ
た
特
徴
の
中
で
挽
歌
的
手
法
や
類
句
性
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
成
立
し
え
な
い
事
が
見
え
る
。

第
二
章

「
な
ぐ
」
の
諸
相

当
該
歌
で
は
家
持
が
逢
え
な
い
大
嬢

へ
の
思
い
か
ら
傷
心
し
た
心
を

「な
ぐ
」

し
よ
う
と
し
た
、
と
詠
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
な
ぐ
」
は
構
図
こ
そ

「泣
血
哀

働
歌
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
法
に
は
大
き
な
違

い
が
見
ら
れ
る
。
『
万
葉

集
』
中
の

「
な
ぐ
」
の
意
味
と
し
て
第

一
に

「
(海
面
な
ど
が
)
穏
や
か
に
静
ま
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る
」

の
意
で
あ
り
、
第
二
に
は
第

一
か
ら
の
派
生
で

「心
や
恋
が
静
ま
る
、
お
さ

ま
る
、
や
わ
ら
ぐ
、
穏
や
か
に
な
る
」
と
の
意
で
あ
り
、
当
該
歌
を
含
む
多
く
の

例
で
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

「な
ぐ
」
の
用
例
は

「第
三
期
ま
で
」
、
「家
持
初
期
」
、
「越
中
赴
任
期
」

に
分
類
す
る
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
「第
三
期
ま
で
」
で
は

「な
ぐ
」
は

「
(人

の
)
死
や
旅
、
恋
」
と
い
っ
た
事
象

へ
の
慰
め
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、

「越
中
赴
任
期
」

に
は
家
持
ほ
ぼ

一
人
が

「妻

の
不
在
」
な
ど
、
日
々
の
生
活
の

中
で
の
要
素
を

「な
ぐ
」
さ
れ
た

い
と
考
え
て
い
る
事
が
見
え
る
。
そ
し
て
あ
る

時
期
よ
り
家
持
が

「な
ぐ
」
と
詠
う
歌

は

『
万
葉
集
』
か
ら
は

一
首
も
見
ら
れ
な

く
な
る
。
そ
れ
は

「越
中
赴
任
期
」
の
途
中
、
大
嬢
が
越
中
に
下
向
す
る
時
期
と

合
致
す
る
。
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
或
い
は
大
嬢
が
家
持
の
身
近
で
生
活
す
る

事
で
、
家
持
は

「な
ぐ
」
を
求
め
る
歌
を
詠
む
必
要
性
が
無
く
な

っ
た
、
と
考
え

ら
れ
る
。

当
該
歌

の

「
な
ぐ
」
は
先
の
分
類
か
ら
見
る
と
、
「家
持
初
期
」
に
属
す
る
。

こ
れ
は
大
嬢
の

「恋
」
を
詠
み
な
が
ら
も
、
「越
中
赴
任
期
」
に
も
通
じ
る
要
素

を
持

つ
、
過
渡
期
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
三
章

高
円
へ

当
該
歌
で
は
、
「高
円
」

へ
行
く
事

で

「
な
ぐ
」
さ
れ
る
と

の
想
定
を
読
み
取

る
事
が
出
来
る
。
家
持
が
な
ぜ

「な

ぐ
」
の
場
と
し
て
高
円
を
選
ん
だ
の
か
は

『
万
葉
集
』
中
の

「高
円
」
の
用
例
か
ら
そ
の

一
端
を
窺

い
知
れ
る
。

『万
葉
集
』
に
お
け
る

「高
円
」
の
用
例
は
二
四
例
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は

そ
の
多
く
で
高
円
の
自
然
が
詠
ま
れ
て
い
る
事
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

(十
四
例

・
当
該
歌
含
む
)
が
当
該
歌
と
同
じ
秋
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
ま
た

当
該
歌
の

「山
に
も
野
に
も

打
ち
ゆ
き
て

遊
び
あ
る
け
ど
」
な
ど
か
ら
当
時
、

高
円
が
狩
な
ど
を
行
う

「楽
し
い
場
所
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
事
も
分
か
る
。

そ
し
て
大
伴
家

の
別
宅
が
高
円
に
近
い

「春
日
の
里
」
に
あ

っ
た
事
も
知
ら
れ
て

お
り
、
家
持
や
大
嬢
た
ち
に
と

っ
て
身
近
な
場
所
で
あ

っ
た
事
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
家
持
は
当
該
歌
に
、
大
嬢
に
と

っ
て
も
身
近
で
あ
り
日
頃
楽
し
い
場
で
あ
る

は
ず
の

コ
局
円
」
を
寂
し
い
風
景
と
し
て
描
く
こ
と
で
、
家
持
の
寂
し
さ
を
強
く

詠
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

当
該
歌
は
諸
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
な
人
麻
呂
や
憶
良

の

「模
倣
」
だ
け
で
は

無
く
、
人
麻
呂
や
憶
良
に
学
び
な
が
ら
も
、
「な
ぐ
」
の
語
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

日
常
生
活
の

「慰
め
」
を
求
め
る
発
想
を
持
ち
込
む

「文
芸
意
識
」
に
基
づ
き
、

作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
、
と
考
察
し
た
。

た
だ
当
該
歌

の
家
持
初
期
相
聞
歌
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
家
持
と
大
嬢

と
の
歌
群
全
体

へ
の
考
察
を
行
う
事
は
出
来
な
か

っ
た
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た

い
。
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註(1
)

「家
持
を

め
ぐ

る
女
性
た
ち
」

(『
大
伴
家
持
作
品
論
孜
』

一
九
七
八

塙
書
房
)

(
2
)

「家
持

の
擬
似
相
聞
世
界
」

(『
大
伴
家
持
作
品
研
究
』
二
〇
〇
〇

お
う

ふ
う

)

(
3
)
実
在
説
は
さ
ら

に
そ

の
原
因
を
め
ぐ
り
、
次

の
様
に
分
か
れ
る
。

・
家
持
原
因
説

北
山
茂
夫

「
天
平
貴
族

の
青
春
と
恋
」

(『
大
伴
家
持

』

一
九

七

一

平

凡
社

)

・
大
嬢
原
因
説

伊
藤
博

『
万
葉
集

の
歌
人
と
作
品

下
』

一
九
七
五

塙
書
房

川

口
常
孝

『
大
伴
家
持
』

一
九
七
六

桜
楓
社

・
そ

の
他

武

田
祐
吉

(『
萬
葉
集
全
註
釈
』

一
九
五
八

角
川
書
店

)
は

「
離
別
数
年
と

い
う

の

は
ど
う

い
う
事

情

で
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
幼
時
は
共
に
お
り
、
年

頃
に
な
る
に
及
ん

で
、
住
居
を
別

に
し
た

の
で
も
あ

ろ
う

か

(傍
線
部

"
筆
者
)
」

と
し
、
鈴
木
武
晴

「
坂

上
大
嬢
と

の
恋

の
歌
」

(『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉

の
歌

人
と
作

品
』
第

八
巻

二
〇
〇
二

和
泉

書
院
)
は
、

「坂

上
大

嬢
が
天
皇

に
貢
上

さ
れ
る
氏
女
と
し

て
宮
廷

に
仕
え

る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か

(傍
線
部

"
筆
者
)
」
と
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(
4
)
辰
巳
正
明

「
「
離
絶
数
年
、
復
会
相
聞
往

来
」

の
意
味

に

つ
い
て
」

(國
學
院
大
學
大

伴
家
持
研
究
会
編

『大
伴
家
持
研
究

3
』

二
〇
〇

一
、
④

〇
七

二
七

【善
利
春
子
氏
担

当
】
研
究
編
)

(
5
)

「小

山
田
の
苗
代
水

の
中
淀

に
し
て

『万
葉
集
』
巻

四
の
七
七
六
-
紀
女
郎

の
意
趣
返

し
ー
」

(森
永
道
夫
編

『芸
能
と
信
仰

の
民
族
芸
術
』
二
〇
〇
三

和
泉

書
院
)

(
6
)

「家
持

の
相
聞
歌
ー
恭
仁
京
時
代
1

」

一
九
八
八

(『
上
代
文

学
』
六
〇
号
)

(
7
)
「
怨
恨
歌
」

の
類
句
性

や
挽
歌
的
手
法

に

つ
い
て
、
小
野
寺
静
子
氏

(
「
怨
恨

の
歌
-

大
伴
坂

上
郎
女

の
志
向
す

る
世

界
」

『
萬
葉
』
七
十
九
号

一
九
七

二
、
の
ち

『
坂
上
郎

女
と
家
持
』

二
〇
〇
二

翰
林
書
房

所
収
)
は

「
怨
恨
歌
が
相
聞
歌

に
分
類
さ
れ

る
も

の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挽
歌

に
も
通
用
さ
れ

て
い
る
詞
句
、
対
句
を
持

つ
」
と
指

摘

し

て
い
る
。

だ
が
挽
歌
性

に

つ
い
て
は

「
う

つ
せ

み
」

の
語
で
青
木
生
子
氏

(
「
万
葉

集

に
お
け

る

「う

つ
せ

(そ
)

み
」
1
挽

歌
か
ら
哀
傷
歌

へ
」

『
青
木
生
子
著
作
集

』
第

四
巻

一
九
九
八

お
う

ふ
う
)
が
、
ま
た
対
句

に

つ
い
て
は

「
朝
に
～
夕
に
～
」

の
対

句

で
阿
蘇
瑞
枝
氏

(「大
伴
家

持
の
対
句
表

現
」

『
論
集

上
代
文
学
』
第
十
五
冊

一
九
八

六

笠

間
書
院
)

が
特
定

の
詞
句

や
対
句

を

「挽

歌
的
」
、
「
相
聞

(歌
)
的
」

と
言
う
事

は
困
難

で
あ

る
と
指
摘

し
て

い
る
。

近
年
、
大
森
亮
尚
氏

(
「坂

上
郎
女

の
怨
恨
歌
」

『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉

の
歌

人
と
作

品
』
第

十
巻

二
〇
〇
三

和
泉
書
院
)

は

「怨
恨
歌

が

「泣
血
哀
働
歌
」
を
本
歌
と

し
て
そ
の

語
句
を
用

い
、
作
品

の
影

に
自
ら

の
表
現
を
重
ね

る
事

で
表
現

の
幅
を
広
げ

る

『
再
構
成

の
文

芸
』
が
行

わ
れ
た

「
本
歌
取

り
」

の
如
き

手
法

で
作

歌
さ

れ
て

い
る
」

と
し

て

い

る
。

[追
記
]

本
論
は
平
成
十
六
年
度
美

夫
君
志
会
万
葉

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
お
け

る
発
表
を
基
礎
と

し

て
大
幅

に
改

め
た
も

の
で
あ

る
。
席
上
、
諸
先
生
方

よ
り
貴
重
な
御
意
見

を
賜

っ
た
。

紙
上

に
て
謝
意
を
示
し
た

い
。
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